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　月経発来は，それ以降の排卵性卵巣周期の確立，妊娠 といっ た女性と してのライフサイ

クルの出発点である．近年 ， 蕎少年の 身体発育の促進と平行 し ， 初経年齡が若年化する一

万で ， 家庭環境の変化 ， 受験などを背景と した月経異常を訴える女 子が増加 して いる．月

経発来には，視床下部
・下垂体 ・卵巣軸だけでなく ， 成長ホルモ ン ， 副腎性アンド〔コゲン

や ， 松果体ホルそ ン ・メ ラ トニン などが ， 複雑に影響 を及 ぼすこ とが明らか とさ れて いる ．

　過去12年閲 （1984． 3〜1996。 2）に，当産婦人科，思春期外来を受診 し て きた，722名
に つき，その 身体発育と内分泌動態と の関連につ い て ， 灰の 三項 目

　 1．思春期外来の 実態

　ll．　 BM （とく にやせ と肥満）につ 【．　Nて

　皿．月 経異常と松果体ホルモ ン ・メラ トニ ンにつ いて

の検討を行っ た．
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1，思春期外来萱診の 年齢欝布

　1．6歳 より26歳に まで わた り，平

掬年齢16．耀歳土2．5で あ り， こ の 全

体の 平均初経年齢は ， 12．0歳±1．29
であっ た．

2．竈訴別一覧

　続発無目経が230名 （31。6％）とも

っ とも多く ， 次い で 月 経不 順155名
（2A．4％），月経困難症110名 （15M％）

であり， さらに不正出血91名 ， 遅発

月緻 9名 ， 原発無月経糟名，早発思

春期13名，その他85名 と怠 っ て い た．

3。続発無月経の 原因

　もっ とも多い続発無月 経の原因と

して は， 体重減少 による も のがも っ

とも多く28％を占め，次いで環境 の

変 化13％，POOS
「

tO．8％ ， そ し て

神経性食思不振症 ， 受験 ， スポー
ツ

と続い ている．原因の不明のものも

35％ はあ っ た。
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　これらの 結果から，や せ症 は妖コ ナ1丶ト［コ

ピ ン 性 を 示 し ， POOS は L ・ 高 僮，　 L日／

PSH の上昇 ， な ぐ 賽示 し く（． 、た

　爪 ルモ ン値や，超音波所見 ， 目経異常’
と 示

すク ル
ープの PCOS か憩春期 に おい ても 多

く認められることが判明 した
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　日産婦の診断幕準 を満す ， い すれ かの 月経異鴬℃痔ぢ ．LH 高傳 ，
　 F6H 　

l
δ 正 常，

　 LH ／

FS 日， 1以上 こ し，超琶 及所見 で卵巣の多 σ丿う 胞か、囓 入 の 認め うれ る も のと し た 　馬

経異常と して，もっ とも多 いの 1ま， 続発顕 月経 （50％）で あつ， 次いで月経不順 （2ilC／o ）、

遅発Fヨ経 ごあ ⊃ た
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　松果体ホ ルモ ン ・メラトこ ンは初経前に高く ， また思春期発達の ＄tage とともに下降

し
1）

， 初経 時はま た下 り ， つ ま り初経発来の ， 何ん らか の引き 金とな っ て い る ので はな い

か，また 性腺 の抑 制作用 がある ともい わ れ て い る ．今 回 ， 月経 異常を示 す人の 24時間

（PMOh よ り PMlOh まで は 2時間 ごと ，
　 PMlOh より AMgh ま で は30分ごと ， 以降

再び 2時間ごと）の採血を行い ， Iil］［Pメラ トニ ンを IRL法にて測定 した．そ の測定値の PM

gh 〜AM 　6　h までの分泌量を AUC と して求めた．さらにその周期性 （リズム）をみる目

的で最大工 ントロ ピー法 （MEMcalc 法）を用い て ， 氷準値 ， 振幅 ， 頂位位相 を求め，とく

に ， 続発無 周経の体重減少性と，POOS につ いて 比較検討 した．
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環。夜間分泌鑾

　全 τ 倒
＾
O鋤 の 善間ご との rr、e ∂n ±9D と　 磊

疾 念別 には，瓢歳以下 の 二
丶 L−1 ト ル群か も っ

とも高償を示 し，駕歳以士で はコ ン i’一’〔〕一ルが

も っ と も低燈を示 し，続発無月経，遅発月経，

原発無月経こ 順次高値を 示して いた．

2。体1鬘減少牲無月経と poo ＄

　AUO に お い て ， 体糞 減 少 牲 が POOS よ り

も
’
as｛PLを示 して い たb

　譲た最大工 ン ト〔⊃ピー際による水準燈，振幅 ，

1頁IL位相に おい C ， 膏意差を認めた ，

3e 治療後のメラ ト＝ ン價の推i移
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（図 8）治療前後の メラ トニ ンの 推i移

　続発無月経第 亘度に対し，カウフマ ン療法を施僧 した 3例 と，ク ［二」ミッ ド療法 1例の 4
例で あ るが ， 治療前の ピー

ク値 ， AUO と も に治療後に減少を示 した．

　以上により，体重減少性無局経 は，メ ラ トニ ンが量的 に増加 し，P （）OS は，夜間分泌

量は少な い が， 1頁位位相の遅れを示 し ， 何 か他の
？’
変 化を示 しているのではないかと想定

された．

一
〔1 。体重減少性無月経の メラ ト：ニ ンの 作閑〕

　視床下部性無月経 と考えられる体重減少の場合 には ， 血中メラ トニ ンは増加 し， それが

視床下部の GnR ト1，また下垂体の LH パルス や LH 分泌を抑制し ， 低工 ス トロ ゲン とな り ，
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性腺発育不全を引き起す．また はこの悪循環が生じて いるもの と想定した．

（E 。PCOS のメラ トニ ン の作用〕

　LH 高値 ，
　 LH ／FSH 高値 か ら卵巣アン ドロ ゲン が増 し ， 卵巣局 所のメラ トニ ンの 存

在
2）3）が証明され，この 外性メ ラ トニ ン は松果体 に働き，メラ トニ ンの 分泌異常を きた し ，

，1ik腺機能に影響を及ぼしてい ると考えられた．
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　　 （図 10）PCGS とメ ｛ラ トニ ン

一 一
　思春期に は ， 続発無周経が多 く認められた ．そ の原 因と して体重減少性 と P ⊂）OS が特

徴的であ つ た．
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